
令和6年度自主企画研修【社会福祉施設職員対象研修A-2】

保育ファシリテーション研修

R6自主【A-2】開催要綱

ファシリテーション（Facilitation）とは、「人々の活動が容易にできるよう支援し、
うまくことが運ぶよう舵取りすること。」※という意味があります。
保育現場において、ファシリテーションのスキルとマインドを用いることを「保育ファシ
リテーション」と定義しており、保育ファシリテーターは、保育の質を高めるために相互尊
重に基づいた援助をし、学び合い成長できる保育コミュニティづくりを促進し、支援する
存在となります。

本研修は、「ファシリテーション」の技術を用いた園内研修の進め方や、保育者同士のコ
ミュニケーションを円滑にするためのポイントなどを学び、保育の質の向上を目指します。

【お問い合せ】 〒514-8552 津市桜橋2丁目131
（福）三重県社会福祉協議会 福祉育成支援課 社会福祉研修センター

TEL：059-213-0533 / FAX：059-222-0305

開 催 日 令和6年６月７日（金） 13：30～16：00 主 催
社会福祉法人
三重県社会福祉協議会

対 象 県内保育所（園）職員 定 員 80名

会 場
三重県社会福祉会館 3階 講堂 （対面形式）
〒514-8552 津市桜橋2丁目131

受 講 料
三重県社会福祉協議会 会員施設：5,000円 / 非会員：10,000円
※受講料は研修当日に現金でお支払いください。
※会員情報については本会までお問い合わせください。

講 師
東京立正短期大学 現代コミュニケーション学科 幼児教育専攻
准教授 鈴木 健史 氏

＜講師紹介＞
保育ファシリテーション実践研究会主宰。児童養護施設職員、幼稚園教諭、保育所の保育士を経て、南山大学大学院人間文化
研究科修士課程にて、人間関係論、ファシリテーション、組織開発を学ぶ（教育ファシリテーション修士・家政学修士）。専門は保
育学、子育て支援、人間性心理学、ファシリテーション、コミュニケーションなど。
子どもの育ちに寄り添う、「親」や「保育者」の人としての育ちへの興味から、具体的には子育て支援や、保育者同士のより良い
コミュニケーションについて研究。

内 容

時 間 内 容

13:00～13：30 受付

13：20～13：30 開会・オリエンテーション

13：30～16：００

（１）ファシリテーションとは
（２）安心して参加できる場づくり
（３）参加者の主体的参加・発言を促す環境や仕組み
（４）納得感と共感のある結論を導くために

16：00 閉会

申 込 方 法
下記のいずれかの方法でお申込ください。
①HPに掲載している「受講申込書」に必要事項を記入し、FAXを送信する
②WEB申込フォーム（https://forms.gle/RzAiYNg5BXi8SrfG7）に必要事項を入力する

申込締切：５月２３日（木） FAX：本会必着 WEB：１６：００まで
※特定非営利活動法人 日本ファシリテーション協会ホーム
ぺージ（https://www.faj.or.jp/facilitation/）「～ファシリテー
ションとは～」より一部抜粋

https://forms.gle/RzAiYNg5BXi8SrfG7
https://www.faj.or.jp/facilitation/
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